
1
宮城県農林種苗
農業協同組合

新たな形態の苗木植栽によ
る低コスト造林への取組

2年生大苗とマルチキャビティコンテナ苗を用
いて植栽本数を減らし、苗木の形態・規格別の
低コスト造林の実証を行う。

2 森杜産業株式会社 作業路開設事業

変化に富んでいる土質・地形に、幅員2.5～
3.0mの四万十式作業路を開設し、ウインチグ
ラップルによる集材と林内車による搬出の作業
システムで、切り捨て間伐が主だった施業を収
入間伐へ移行していく。

3 身延町森林組合
四万十システムによる利用
間伐実証事業

急峻な地形において、高密度作業路網と林内作
業車を主体とした四万十式利用間伐作業システ
ム（経費の高い高性能機械の使用は抑える）を
実施し、利用間伐の採算性を高める。

4 滋賀北部森林組合
多種多様な森林を低コスト
高密路網と低コスト保育で
造成

低コスト路網を高密度に開設し、スギ・ヒノキ
の植栽配置を作業路に平行とすることで、これ
まで人力だった下刈をハンマーナイフで省力化
する。また、将来的に高性能機械による利用間
伐の作業性もよくなる。
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